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【問題と目的】 

現代における「空気」は，青年期の友人関係において強い影響力を及ぼしている（土

井, 2008）。青年たちは周囲からの排除を恐れて協調的になっており（高橋・山岸・橋本, 

2009），若い世代ほど「空気」に過敏であることを示す社会調査が行われている。 

現代青年の友人関係における「空気」の影響力の高まりに伴い，「空気」を読むこと

の失敗に起因したいじめの発生が，教育現場で問題となるようになった（堀, 2015 ; 土

井, 2008 ; 2014）。いじめの発生理論として内藤（2009）は，現代青年が校則や社会の

ルールより友人集団内の「空気」を重視しており，そこから逸脱した人物をいじめのタ

ーゲットとする構造にあるとしている。現代の学校現場において，「空気」を読むこと

に失敗した人物がいじめのターゲットになる事例が多数報告され（堀 , 2015 ; 土井 , 

2008 ; 2014），内藤（2009）の理論が支持されている。 

 空気に関する心理学的な研究において，「空気」は「その場にいる人々に望まれてい

るかどうかを基準とした，その場面でのふるまいの規範」と定義される（小岩・小松・

若島, 2020）。空気を心理学的に検討した小岩他（2020）は，空気を読むことに失敗し

た人物に対する青年の行動を，「いじり・からかい」「放置」「叱責」「フォロー」「陰口」

「仲間外れ」の 6 つに分類した(小岩・小松・若島, 2020）。しかしながら，現代青年が

これらの行動を選択する際に，どのような認知をもっているかについては，検討が行わ

れていない。したがって，空気を読むことに失敗した人物に対して，どのような認知を

もっている青年が攻撃行動を選択し，どのような認知をもっている青年が「フォロー」

を行うのか，その決定因となる認知を検討することにより，いじめの発生予防に結びつ

く知見を得られる可能性がある。 
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 本研究では，行動に影響を与えうる現代青年の空気を読むことに失敗した人物への認

知として，①逸脱者の意図の予測，②逸脱者のパーソナリティ評価，③現代青年が行動

を行う際の行動目標の三つをとりあげ，これらが行動に与える影響を検討することを目

的とした。 

 

【予備調査１】 

 本研究で提示する場面について検討するため，大学生 82名（平均年齢 20.80, SD=1.19, 

男性 39 名，女性 43 名）を対象に，予備調査を行った。予備調査では，小岩他（2020）

が作成した，「Ａさんが空気を読めなかった場面」を 4 つ提示した。そのうえで，4 つの

場面において，A さんの言動が「不適切」と判断される度合いや A さんに対して抱く怒

り感情の度合いを測定した。怒り感情については，上原ら（2012）が作成した怒り感情

を測定するための形容詞項目を用いた。そのうえで，①怒り感情に性差がみられないこ

と，②逸脱者への怒り感情の得点が高いことの二つの基準により，場面１「A さんが話

を聞かない場面」を本研究では用いることとした。 

 

【予備調査２】 

 本研究の三つ目の目的である現代青年の空気を読めない言動に対する行動目標を検

討するため，予備調査 2 を行った。大学生 106 名（平均年齢 21.08, SD=1.41, 男性 51

名，女性 55 名）を対象に質問紙調査を行った。予備調査 1 より，空気を読めない場面

として「A さんが話を聞かない場面」を用いた。 

使用する目標の項目について，先行研究（小岩・小松, 2020 ； 大渕・福島, 1997 ; 磯

部ら, 2007）をもとに，「雰囲気維持目標」「擁護目標」「排除目標」「制裁目標」の 4 つ

の目標を想定し，36 項目を選定した。予備調査により，フロア効果・天井効果の検討，

信頼性係数および it 相関などの観点からの検討が行われ，行動目標の項目として，20

項目が選定された。 

 

【本調査】 

・調査対象 

 日本の大学生 201 名（平均年齢 20.81, SD=1.60, 男性 47 名，女性 154 名）。クラウ

ドソーシング会社クラウドワークスにより，回答を募集した。 

 

・質問紙の構成 

空気を読むことに失敗した場面の提示 「友人たちと一緒にいるときに，もしこのよう

な場面があったら，あなたはどのような行動をとるでしょうか。想像して答えてくださ

い。」と教示した。また，調査では，空気を読めない言動が起きた場面として，小岩他
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（2020）の「話を聞かない場面」をもとに場面を設定した。調査では，「空きコマの時間

に，あなたは友人たちと話していました。そのときに友人の一人が，『実は最近，悩んで

いることがあって・・・』と重い口調で，最近の悩みを打ち明けてくれました。友人たち

がみな，真剣な表情でその悩みについて解決策を考えている中で，A さんだけが『この

前，自分もさぁ』と，自慢話を明るいテンションで話し始めました。」と場面を提示した。 

A さんについて 調査では A さんの人物像について，「A さんはあなたと同じ性別です。

A さんは，あなたが行動をともにしている友人グループの一人で，知り合って半年ほど

の人物です。あなたは A さんと，友人たちとみんなでいるときには話すけれども，二人

きりでは話すことはほとんどないような関係性です。」と提示した。 

空気を読むことに失敗した人物の意図の推測 小嶋・福島・大渕(2017)をもとに，9 項

目を設定した。逸脱者の意図の予測としては，敵意・利己的動機・好意的意図の三つが

想定された。 

空気を読むことに失敗した人物のパーソナリティ予測 空気を読めない言動と関連す

るパーソナリティとして，社会的自己制御をとりあげた。社会的自己制御のうち，感情・

欲求抑制に関する項目である 9 項目を用いた。 

空気を読めない人物に対する行動目標 予備調査 2 によって作成された 20 項目を用いた。 

空気を読むことに失敗した人物への行動 小岩他（2021）の設定した項目を使用した。

これらの項目は，「いじり・からかい」「放置」「叱責」「フォロー」「陰口」「仲間外れ」

の 6 つの下位因子が想定されている。調査では，これらの項目について，6 件法を用い

て回答を求めた。 

不良回答者の検出 クラウドソーシングによる調査では回答の質が低下する可能性が懸

念されたため，本研究では増田・坂上・森井（2019）の Instructional Manipulation 

Check 課題を用い，不良回答者を検出し，不良回答者を分析から除外した。 

 

【結果】 

1. 逸脱者への行動目標の分類 

 空気を読むことに失敗した人物に対する行動目標を分類するため，最尤法・プロマッ

クス回転による因子分析を行った(Table1)。その結果，4 因子が抽出された。 

 

2. 空気を読めない人物への認知が行動に与える影響 

 それぞれの行動得点を目的変数，行為者の認知を説明変数として，階層的重回帰分析

を行った。なお，階層的重回帰分析において，Step1 では行動意図の予測を（友好性・

敵意・自己優先），Step2 ではパーソナリティの推測（社会的自己制御）を，Step3 では

行動目標（擁護目標・排除目標・制裁目標・雰囲気維持目標）を，それぞれ変数として

投入し，ステップワイズ法によってβ値を算出した（Table2）。 
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Table1. 空気を読めない言動が発生した際の行動目標の分類 

 F1 F2 F3 F4 

雰囲気維持目標（α=.84）     

 (18) A さんの言動によって乱れた雰囲気をもとに戻したい .88 .01 .07 -.04 

 (10) この場面が険悪にならないようにしたい .79 .03 -.15 .06 

 (14) この場の雰囲気をよくしたい .76 .15 -.17 .14 

 (2) どうにかしてこの状況をかえられるように努力したい .56 -.06 .26 .04 

排除目標（α=.82）     

 (17) A さんとは関わりたくない -.03 .86 -.06 .01 

 (1) A さんとは距離を置きたい .12 .71 .03 .00 

 (13) A さんとの関係を解消したい .04 .62 .19 .03 

 (9) A さんには，友人グループにいてほしくない .10 .56 .14 -.18 

 (3) A さんといい関係を維持したい .17 -.46 .13 .26 

制裁目標（α=.79）     

 (4) A さんの行為を罰したい .04 -.13 .80 -.15 

 (12) A さんを打ち負かしたい -.03 .08 .78 .05 

 (8) A さんのことを苦しめてやりたい -.24 .19 .76 .24 

 (16) A さんに反省をさせたい .31 .03  .50 -.17 

擁護目標（α=.84）     

 (11) ほかの友人たちに，A さんを嫌いになってほしくない -.05 -.01 -.01 .85 

 (19) A さんを友人グループから孤立させたくない .08 -.05 .03 .73 

 (15)A さんを傷つけたくない .05 .08 -.11 .72 

 (7) A さんとうまくやりたい .17 -.23 .10 .48 

因子間相関  -.04 -.17 .46 

  .40 -.53 

   -.16 

 

【考察】 

空気を読めない言動に対する行動を選択する際の目標 

 本研究では，空気を読むことに失敗した人物に対する行動に影響を与える認知を明ら

かにすることを目的としていた。その結果，「いじり・からかい」「放置」「叱責」「フォ

ロー」「陰口」「仲間外れ」を行う青年たちの行動目標が明らかになった。「いじり・から

かい」は，擁護目標と制裁目標の二つの目標によって生起するコミュニケーション行動

であることが示された。攻撃的ユーモアには，攻撃と受容の二つの側面があるとされて

いるが（Martin, 2007），本研究はこの指摘と一致していた。ユーモアは多義的な性質

をもつため，制裁と擁護の相反する目標によって，「いじり・からかい」が選択される 
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Table2. 空気を読むことに失敗した人物への認知が行動に与える影響 

  好意 敵意 
利己的 

動機 

感情 

欲求 

抑制 

擁護 

目標 

排除 

目標 

制裁 

目標 

雰囲気 

維持 

目標 

R2 

いじり・からかい          
 ステップ 1          
 ステップ 2          
 ステップ 3     .28**  .29**  .13** 

放置          
 ステップ 1          
 ステップ 2    -.21**     .04** 
 ステップ 3    -.11  .32**   .14** 

叱責          
 ステップ 1  .43**       .18** 
 ステップ 2          
 ステップ 3  .04     .64**  .45** 

フォロー          
 ステップ 1 .19**        .03* 
 ステップ 2          
 ステップ 3 .02 ,   .48**  .15* -.19** .20** 

陰口          
 ステップ 1  .31**       .10** 
 ステップ 2  .30**  -.16*     .12** 
 ステップ 3  .01  -.05 -.14* .20* .36**  .31** 

仲間外れ          
 ステップ 1  .28** .17*      .12** 
 ステップ 2    -.18*     .15** 
 ステップ 3  .11 .04 -.05 -.23** .47**   .46** 

 

ことが考えられる。 

次に「放置」は，排除目標が活性化された場合に選択されることが示された。空気を

読めない人物に対する「放置」には，その人物を擁護する目的があることを小岩ら（2021）

は考察しているが，本研究では擁護目標ではなく，「排除目標によって「放置」が選択

されていることから，小岩ら（2021）は否定されたといえる。すなわち，現代青年が空

気を読めない人物に対して放置を選択する場合には，婉曲にその人物への拒絶的な考え

を示すことが多いことが考えられる。 

 さらに，「叱責」は，「制裁目標」とのみ，関連していることが示された。叱責が選択

される目標は，その人物に対して攻撃的意図をもち，その人物を制裁しようとして行わ

れる行動であることが示された。 

さらに，「フォロー」は，擁護目標・制裁目標・雰囲気維持目標の三つの目標と関連し

ていた。このうち，もっともβ値が高いのは擁護目標であった。そのため，空気を読め

ない言動をした人物に対しての「フォロー」は，その人物を擁護することを目的として
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選択されることが明らかになった。他方で，雰囲気維持目標が，フォローに負の影響を

与えていることも示された。大石（2009）は，現代青年が空気を読めない人物を「フォ

ロー」するのは，全体的な雰囲気の維持のためであると指摘しているが，大石(2009)の

指摘は否定された。すなわち，空気を読めない人物へのフォローは，雰囲気を壊すリス

クのある行動であることが予想される。 

 他方で，「陰口」は，擁護目標・制裁目標・排除目標の三つの目標によって生起するコ

ミュニケーション行動であることが示された。β値を比較すると，「陰口」は排除目標

との関連が深いことが示された。したがって，空気を読めない言動をした人物に対して

「陰口」を行う際には，その人物のことを集団から排除する目的で行われることが多い

といえる。 

 最後に，「仲間外れ」は，排除目標・擁護目標により生起することが明らかになった。

「仲間は外れ」は，制裁目標が関連しないことが特徴的な結果として示された。制裁目

標には，その人物に対する攻撃としての側面がある一方で，その人物の変化を期待する

行動目標でもある。そのため，「制裁目標」が活性化されなくなった場合に，排除目標

となり，「仲間外れ」が生起すると考えられる。 

 

行動意図およびパーソナリティの推測との関連 

次に行動意図およびパーソナリティの推測と，空気を読めない言動への行動の関連に

ついて考察する。逸脱者の行動意図の推測のうち，「敵意」は，叱責・陰口・仲間外れの

三つの行動と関連していた。敵意によって，制裁目標が活性化され，その結果叱責と陰

口が行われるようになることが示された。敵意帰属バイアスの研究においては，相手の

行動が敵意にもとづいたものであることを推測する場合，攻撃に結び付くことが示され

ているが（磯部ら, 2007），本研究はこの知見と一致していた。空気を読めない人物に対

する叱責や陰口の背後には，敵意的な帰属が関連していることが考えられる。つぎに，

好意は，フォローとのみ，関連していた。空気を読めない言動をした際に，その言動に

好意を感じた場合には，擁護目標が活性化され，フォローが行われることが示唆されて

いる。さらに，自己優先は，仲間外れとのみ関連していた。自己優先的な動機の推測は，

その人物が自身の感情のコントロールをできない人物だという認知が形成され，その結

果仲間外れが行われることが明らかになったといえる。 

 さらに，社会的自己制御の予測と行動の関連について考察する。間接的攻撃として想

定されている「放置」「陰口」「仲間外れ」の三つの行動は，感情・欲求抑制傾向とそれ

ぞれ間接的に関連していることが明らかになった。空気を読めない人物を直接的に制裁

するかどうかの決定因として，「社会的自己制御」得点があることが明らかになったと

いえる。この点について先行研究では，①理解しあえる可能性，②報復される可能性の

二つの観点があるから考察が行われているが（Melho et al., 2020），本研究の結果もこ
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の観点からの考察が可能である。すなわち，社会的自己制御ができない人物としてみな

されることにより，理解し合えない人物と認識され，話し合っても報復されてしまう可

能性を恐れるために，直接的な言及が困難になる。その結果，社会的自己制御が低い場

合には，排除目標が活性化され，間接的攻撃が生起するといえる。 

 

いじめ研究への示唆と今後の課題 

 本研究の結果は，空気を読めない人物に対する行動と認知の関連を示したものであ

る。その結果，「フォロー」に結びつく認知として，「好意」があることが明らかになっ

た。そのため，空気を読めない人物に対して「フォロー」する行動を行うためには，そ

の人物がいかに集団に対して好意的であるかを示すことが必要である可能性がある。一

方で，空気を読めない言動により，その人物が「感情のコントロールができない人物」

としてみなされている場合には，放置・陰口・仲間外れのリスクが高まることに留意す

ることが必要であるといえる。 

一方で，調査対象が限定的なものであるため，本研究をいじめ研究に直接的に結び

つけるには，限界がある。本研究が基盤とした研究の多くが，大学生に対して調査し

たものであったため（小岩他, 2020 ; 大石, 2009 ; 2011），本研究では青年期後期の

友人関係である大学生を対象とした調査を行った。しかしながら，発達段階をふまえ

ると空気を読めない言動に対するいじめや攻撃行動が問題として起こりやすいのは中

高生であると考えられる。したがって，今後は中学生・高校生にも同様の調査をし，

類似の結果が得られることを確認することが必要である。 

 

＜引用文献＞ 

朝日新聞 （2013）. 「場の空気」気づかう 20 代  朝日新聞 Digital  Retrieved from 
https://www.asahi.com/articles/ASF0TKY201312270214.html （2020 年 9 月 30
日） 

土井 隆義 （2008）. 友だち地獄―「空気を読む」世代のサバイバル― 筑摩書房 

土井 隆義 （2014）. メディアの変容―若者のケータイ・スマホ文化とキャラ的コミ

ュニケーション―  井上 俊（編） 現代文化を学ぶ人のために 全訂新版 （pp.98-
111）  世界思想社 

磯部 美良・菱沼 悠紀 （2007）. 大学生における攻撃性と対人情報処理の関連―印象

形成の観点から― パーソナリティ研究, 15, 290-300. 

小岩 広平・小松 眞峰 （2020）. 現代青年がもつ「空気」への態度に関する質的研究 
東北大学大学院教育学研究科臨床心理相談室紀要, 18, 163-178. 

小岩 広平・小松 眞峰・若島 孔文 （2020）. 現代青年の友人集団における「空気」を

読 め な い 言 動 へ の 対 処 行 動  心 理 学 研 究 , Advance online publication. 
https://doi.org/10.4992/jjpsy.91.19032 



先端教育研究実践センター年報 第 21 号 

－126－ 

小岩 広平・小松 眞峰・若島 孔文 （未刊行）. 現代青年の「空気」を読むことに失敗

した人物への行動パターンと異質な他者への態度との関連 

小嶋かおり・福島治・大渕憲一 （2017). 対人葛藤において推測された対立者の心的状

態が解決方略に及ぼす影響 応用心理学研究 43(2), 123-133. 

増田 真也・坂上 貴之・森井 真広 （2019）. 調査回答の質の向上のための方法の比較 
心理学研究, 90（5）, 463-472. 

Molho, C., Tybur,J., Lange, V. & Balliet,D.（2020）. Direct and indirect punishment 
of norm violations in daily life. Nature Communications, 11, 1-9. 

内藤 朝雄 （2009）. いじめの構造―なぜ人が怪物になるのか― 講談社 

大石 千歳 （2009）. 「空気が読めない」とはどういうことか？―社会的スキルの欠

如という観点からの検討― 東京女子体育大学・東京女子体育短期大学紀要 , 44, 
87-96. 

大石 千歳 （2011）. 運動部場面と友人関係場面の 「空気の読めなさ」 の比較研究―
社会的スキルおよび個人・社会志向性との関連をふまえて― 東京女子体育大学・

東京女子体育短期大学紀要, 46, 75-85. 

大渕 憲一・福島 治 (1997). 葛藤解決における多目標―その規定因と方略選択に対する

効果― 心理学研究, 68(3), 155-162. 

高橋 知里・山岸 俊男・橋本 博文（2009）.集団からの排除と相互協調的自己呈示 社
会心理学研究, 25（2）, 113-120. 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


